
中林忠良展
銅版画―腐蝕と光
2019年7月26日（金）～9月8日（日）茅野市美術館
10時－18時（7月26日は10時30分から開展式を開催し、終了後に開場）  休館日＝毎週火曜日　観覧料＝一般500円（300円）　高校生以下は無料

※（　）内は20名以上の団体料金。※障がい者手帳、療育手帳をお持ちの方と付添の方１名は無料。

主催＝茅野市美術館　助成＝一般財団法人自治総合センター、芸術文化振興基金        
後援＝長野県、長野県教育委員会、茅野市、茅野市教育委員会、岡谷市教育委員会、諏訪市教育委員会、下諏訪町教育委員会、富士見町教育委員会、原村教育委員会、諏訪教育会、信州美術会、
諏訪美術会、茅野市美術協会、岡谷市美術会、諏訪市美術会、下諏訪美術会、富士見美術会、信濃毎日新聞社、長野日報社、市民新聞グループ（７紙）、SBC信越放送、長野エフエム放送、
エルシーブイ株式会社、月刊ぷらざ、ＪＲ東日本 長野支社、一般社団法人 長野県観光機構、諏訪地方観光連盟、一般社団法人 八ヶ岳ツーリズムマネジメント、茅野商工会議所、信州諏訪農業協同組合
協力＝NPO法人サポートC 美遊com.

《転位’16－光－Ⅰ》（部分）2016年
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地域ゆかりの作家を紹介してきた茅野市美術館では、日
本版画界を代表する銅版画家で、茅野市・蓼科にアトリ
エを構える中林忠良（1937-）の展覧会を開催します。
中林は東京に生まれ、幼少期を疎開先の新潟で過ごし
ます。東京藝術大学在学時に現代銅版画の先駆者・駒
井哲郎に師事。繊細で奥深い精神世界とその制作工程
に惹きつけられ、油彩画から銅版画の道へと進みます。
なかでも腐蝕銅版の技法を用い、現代社会の矛盾や問
題点を問うような作品を描き、独自の作品世界を築いて
いきます。また、東京藝術大学にて後進の指導にあた
り、現在は同大学名誉教授を務めます。
1970年代半ば、渡欧経験などを通じて転機を迎えた中
林は、地に足をつけた制作へと向かいます。大地や草を
モチーフとし、「すべてくちないものはない」という観念か
ら〈Position〉〈転位〉シリーズを制作。1986年に茅野

市・蓼科に「山のアトリエ」を構え、さらに移ろいゆく自然
の姿に感応していきます。近年は、混沌とした社会へ柔
らかな光が差しこむかのような光条を、作品に描き込ん
でいます。
本展では、初期の油彩作品から〈Position〉〈転位〉シ
リーズ、最新作までを辿り、銅版画の道具や版に加え、カ
ラーのモノタイプ作品とエッセイの言葉を展示し、思想
家ともいえる中林忠良の芸術に迫ります。

作家によるギャラリートーク
話し手│中林忠良（銅版画家）
日時│8月2日（金）14:00開始
会場│茅野市美術館
参加費│無料（要展覧会チケット）

銅版画体験講座
「ドライポイントで描く」
ドライポイントは金属版へ直に針で描画した
ものを刷る技法のひとつです。作品のモデル
にしたい「自分が大切にしているもの」を手元
に置いて観察し、描きます。
日時│8月31日（土） 10:00～15:00
※1時間お昼休憩があります。

講師│中林忠良（銅版画家）
会場│茅野市民館イベントスペース
参加費│1人200円
持ち物│自分が大切にしているもの（普段使っ
ているものやお気に入りの品など）、エプロン、ビ
ニール手袋、手拭き用タオル
定員│15名（要事前申込み）
対象│中学生以上

子どものための体験講座
「モノタイプ版画に挑戦！」
「モノタイプ」とは、プラスチックの板などにイン
クで直接描き、その上に紙を乗せてうつしとる
技法です。目にする身近な草花を紙にうつし
とってみると普段とは違う姿が見えてくるかも
しれません。
日時│9月1日（日）10:00～12:00
講師│中林忠良（銅版画家）
会場│茅野市民館イベントスペース
参加費│1人200円
持ち物│身近な草花、筆、エプロン、ビニール
手袋、割りばし、手拭き用タオル
定員│12名（要事前申込み）
対象│小中学生（保護者の参加も可、小学4年生

以下は要保護者同伴）

美術講座「版画の世界」
日本とヨーロッパの版画の歴史や、自身の作
品について振り返ります。
日時│8月25日（日）13:30開始
講師│中林忠良（銅版画家）
会場│茅野市民館アトリエ　参加費│無料

特別講座「おでかけ美術館」
中林忠良の作品を学校に展示し、ファシリテー
ター（進行役）と児童が対話しながら作品を鑑賞。

その鑑賞体験を基に作品をつくります。鑑賞
から造形表現につなぐ授業の様子を見学でき
る講座です。
日時│9月4日（水）9: 10～12:45（8:50受付開始）

講師│中林忠良（銅版画家）、三澤一実（武蔵野
美術大学教授）

会場│茅野市立北山小学校　参加費│無料
定員│先着10名（要事前申込み）

きてみて！ 
ギャラリーツアー
お話しをしながら、ガイドと一緒に展示作品を
めぐります。
日時│8月11日（日・祝）13:30開始
ガイド│茅野市美術館サポーター、学芸員
会場│茅野市美術館
参加費│無料（要展覧会チケット）

きてみて！
親子ギャラリーツアー
親子を対象としたギャラリーツアーです。ガイドと
一緒に話しながら、楽しく作品を鑑賞しましょう。
日時│8月24日（土）13:30開始
ガイド│茅野市美術館サポーター、学芸員
会場│茅野市美術館
参加費│無料（対象は小中学生とその保護者。保護
者の方は1名無料。会場受付に5分前までに集合。）

学芸員による
ギャラリートーク
日時│9月7日（土）13:30開始
会場│茅野市美術館
参加費│無料（要展覧会チケット）

「中林忠良展　銅版画―腐蝕と光」
関連イベント

《磯からの便りⅡ》1966年 《Transposition－転位－Ⅲ》1979年

《転位’99－地－Ⅰ》1999年

《オリジナル版画・文集　版画とことばと―Ⅱ 
「移ろう時のはざまに―山のアトリエ日記―」》1993年

《装う地Ⅱ》モノタイプ 2007年

■JR中央本線・茅野駅下車、東口直結
■中央自動車道・諏訪ICより車で約12分

茅野市美術館
〒391-0002 
長野県茅野市塚原一丁目1番1号
茅野市民館内
Tel.0266-82-8222
http://www.chinoshiminkan.jp/
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